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◎
〝
自
然
と
共
に
伸
び
る
運
動
〟
の
実
現
の
た
め
、

   〝
神
に
お
い
て
す
べ
て
一
体
〟
の
宗
教
心
を
多
く
の
人
に
広
げ
よ
う
！

◎ 

第
一
線
の
「
誌
友
会
・
母
親
教
室
」
を
活
発
に
開
催
し
て
、
壮
年
層
会

員
の
拡
大 

と
普
及
誌
購
読
者
・
聖
使
命
会
員
拡
大
の
一
年
に
し
よ
う
！

友
人
に
も
伝
え
よ
う
（
抜
粋
）

生
長
の
家
前
総
裁

　谷
口 

清
超

生
長
の
家
の
話
を
伝
え
る
の
に
遠
慮
し
て
は
い
け
な

い
。
一
回
、
二
回
こ
と
わ
ら
れ
て
も
、
又
し
ば
ら
く
し
て

伝
え
た
ら
よ
い
。
あ
な
た
の
友
人
は
永
い
人
生
の
歩
み
の

中
で
、
い
つ
か
は
、

「
あ
の
友
人
が
教
え
て
く
れ
た
生
長
の
家
と
い
う
所
へ

行
っ
て
み
よ
う
か
」

と
思
い
出
す
に
違
い
な
い
。
何
故
な
ら
、人
は
皆
神
の
子
・

人
間
だ
か
ら
、
本
当
は
自
分
が
神
の
子
・
人
間
だ
と
知
り

た
い
の
だ
。（
中
略
）

し
か
し
中
に
は
「
ま
だ
自
分
は
生
長
の
家
を
よ
く
知
ら

な
い
か
ら
」
と
思
っ
て
、
伝
え
る
こ
と
を
遠
慮
す
る
人
が

い
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
遠
慮
は
、
本
当
は
い
ら
な
い
こ
と

だ
。
何
故
な
ら
、
山
に
登
っ
た
時
な
ど
、
要
所
に
「
立
て

札
」
が
立
っ
て
い
て
、
こ
っ
ち
へ
行
っ
た
ら
○
○
峠
に
行

け
る
、
あ
っ
ち
の
道
は
△
△
谷
だ
な
ど
と
書
い
て
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
く
わ
し
い
こ
と
は
書
い
て
な
い
。
書

い
て
な
く
て
も
、と
に
か
く
○
○
峠
に
行
き
た
い
人
は「
立

て
札
」
通
り
こ
っ
ち
へ
行
く
し
、
△
△
谷
へ
行
き
た
い
人

は
あ
っ
ち
へ
行
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
又
「
立
て
札
」
君
は
、
何
も
知
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
だ
が
と
て
も
大
切
な
「
人
助
け
」
を
し
て
、

多
く
の
人
々
の
行
く
道
案
内
を
し
て
く
れ
る
の
だ
。
そ
の

立
て
札
の
役
を
す
る
の
が
あ
な
た
だ
。

（『
輝
く
未
来
が
待
っ
て
い
る
』
一
五
五
～
一
五
六
頁
）

神・自然・人間は本来一体である
“新しい文明”の基礎づくりを進めよう！

谷
口
輝
子
聖
姉
三
十
二
年
祭

京
都
第
二
教
区
教
化
部
長　

伊
藤　

夏
樹

彼
女
は
私
が
浴
衣
一
枚
の
着
の
み
着
の
ま
ま
で
縄

の
帯
を
し
め
て
、
世
界
で
一
ば
ん
貧
し
い
生
活
を
す

る
の
が
理
想
だ
と
思
っ
て
い
た
時
、
結
婚
し
て
く
れ

た
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
は
売
れ
る
と
い
う
目
算
も

な
い
精
神
修
養
の
雑
誌
を
出
し
て
〝
人
類
光
明
化
〟

と
い
う
大
そ
れ
た
運
動
を
起
す
と
い
う
よ
う
な
第
三

者
か
ら
見
た
ら
狂
気
の
沙
汰
だ
と
思
え
る
よ
う
な
仕

事
を
私
が
は
じ
め
て
も
、
反
対
す
る
ど
こ
ろ
か
、
そ

れ
こ
そ
人
間
と
し
て
う
ま
れ
た
生
き
甲
斐
で
あ
る
と

い
っ
て
激
励
し
協
力
し
て
く
れ
た
の
が
彼
女
で
あ
る
。

（
谷
口
輝
子
先
生
著
『
め
ざ
め
ゆ
く
魂
』、
は
し
が
き

二
頁
）

こ
れ
は
谷
口
雅
春
先
生
が
谷
口
輝
子
先
生
の
ご
著

書
の
は
し
が
き
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
文
章
で
す
。
輝
子

先
生
が
如
何
に
ゆ
る
ぎ
な
い
熱
烈
た
る
思
い
で
雅
春

先
生
を
支
え
ら
れ
、
こ
の
運
動
の
力
と
な
っ
て
こ
ら

れ
た
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
そ
し
て
〝
生
き
甲
斐

で
あ
る
〟
と
し
て
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
の
で
す
。

生
長
の
家
の
人
類
光
明
化
運
動
の
今
日
あ
る
の
は
、

ま
っ
た
く
、
こ
の
妻
の
お
蔭
で
あ
る
と
自
然
に
感
謝

の
念
で
目
が
し
ら
が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
た
。（
同
書
、

は
し
が
き
二
～
三
頁
）

と
雅
春
先
生
も
お
書
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
月

二
十
四
日
、
そ
の
谷
口
輝
子
聖
姉
の
三
十
二
年
祭
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
幹
部
信
徒
も
皆
で
先
生

を
偲
び
、
心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
生
長
の
家
総
裁
・
谷
口
雅
宣
先
生
は
昨
年

の
「
谷
口
雅
春
大
聖
師
御
生
誕
日
記
念
式
典
」
に
お

い
て
、『
万
物
調
和
六
章
経
』
の
「
有
情
非
情
悉
く
兄

弟
姉
妹
と
悟
る
祈
り
」
の
一
部
を
紹
介
さ
れ
な
が
ら

次
の
よ
う
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

雅
春
大
聖
師
の
祈
り
の
言
葉
に
は
、「
如
何
な
る
物
も
、

人
間
が
義
し
き
心
を
も
っ
て
生
活
し
、
他
を
害
す
る

心
を
起
さ
な
い
限
り
、
自
分
が
害
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
は
あ
り
得
な
い
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

言
い
換
え
れ
ば
、「
人
間
が
邪
な
心
を
も
っ
て
生
活
し
、

他
を
害
す
る
心
を
起
し
て
、
霊
的
に
で
は
な
く
、
物

質
的
に
自
然
界
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
き
た
」
こ
と

が
、
現
代
社
会
の
様
々
な
問
題
の
背
景
に
は
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。（
機
関
誌
『
生
長
の
家
』
二
〇
二
〇

年
二
月
号
一
五
～
一
六
頁
）

三
月
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
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合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
方
講
師
・
光
明
実
践
委
員
の
皆

様
に
は
光
明
化
運
動
に
益
々
ご
尽

力
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
四
月

二
十
四
日
、
谷
口
輝
子
聖
姉
三
十
二

年
祭
後
、
十
一
時
十
五
分
よ
り
地

方
講
師
会
総
会
を
開
か
せ
て
頂
き
、

午
後
は
昼
食
会
を
持
た
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
何
卒
万
障
繰
合
せ
の
上
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
当
日
は

令
和
二
年
度
地
方
講
師
会
費
（
三
千

円
）
を
納
入
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

世
界
で
重
大
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
も
や
は
り
、

人
間
の
他
を
害
す
る
心
、
物
質
的
に
自
然
界
を
支
配
し
よ
う

と
し
て
き
た
こ
と
が
そ
の
背
後
に
あ
る
よ
う
で
す
。
総
裁
先

生
は
、三
月
一
日
の
「
立
教
九
十
一
年
生
長
の
家
春
季
記
念
日
・

生
長
の
家
総
裁
法
燈
継
承
記
念
式
典
」
に
お
け
る
お
言
葉
の

な
か
で
、
こ
の
問
題
に
触
れ
ら
れ
、「
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
」
を
介

し
て
ウ
イ
ル
ス
が
広
が
っ
た
と
い
う
説
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
と
は
ア
リ
ク
イ
に
似
た
、
う
ろ
こ
を
持
つ
哺

乳
動
物
。
ア
フ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
で
慢
性
病
の
薬
の
材
料
と
さ

れ
て
き
た
そ
の
う
ろ
こ
の
需
要
が
近
年
高
ま
り
、
国
際
的
な

組
織
に
よ
る
密
猟
と
違
法
取
引
に
よ
っ
て
世
界
中
の
生
息
数

が
減
少
、
絶
滅
の
危
機
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
は
正
式
に

は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
を
害
す

る
心
で
、
こ
の
生
物
の
絶
滅
を
省
み
ず
物
質
的
に
支
配
し
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
必
ず
何
物
か
に
傷
つ
け
ら
れ
た
り

黴
菌
に
冒
さ
れ
た
り
す
る
様
々
な
問
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
反
省
し
改
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
神
・
自
然
・
人
間
は
本
来
一
体
で
あ
る
」
と
い
う
真
理
に
、も
っ

と
も
っ
と
多
く
の
人
々
が
目
覚
め
る
こ
と
が
、
そ
し
て
、
人

間
を
含
め
た
自
然
界
に
対
し
て
、
様
々
な
や
り
方
で
四
無
量

心
を
行
じ
る
こ
と
が
、
今
日
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
は

な
い
と
考
え
る
次
第
で
す
。（
同
書
一
六
頁
）

四
月
に
な
り
、
講
習
会
ま
で
あ
と
二
ヶ
月
を
切
り
ま
し
た
。

講
習
会
こ
そ
、
こ
の
真
理
を
伝
え
る
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
。
特

に
今
月
は
谷
口
輝
子
先
生
の
ご
生
涯
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を

致
し
、「
生
長
の
家
講
習
会
」
の
大
盛
会
・
大
成
功
に
向
け
て
、

ひ
た
す
ら
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

2020 年４度地方講師会総会のご案内
・日　 時：令和２年４月24日（金）11時15分～12時

総　会：11:15 ～ 12:00
昼食会：12:15 ～ 14:00
会　場：両丹道場大拝殿

・4月 14日頃、各地区別に地方講師会推進委員が出欠を確
認させて頂きますのでよろしくお願いいたします。

２月度地方講師・光実一日研修会の報告
「誌友会のためのブックレットシリーズ 3・4・5・6」    伊藤夏樹教化部長

機関誌『生長の家』２月号  　　　　　    　         伊藤夏樹教化部長

母親教室出講講師発表『白鳩』No119　　　　      臼井　裕子講師

誌友会出講講師発表 　　　　　　　　　　　　　　   保理江嘉子講師

PBS 体験（ガーゼマスク作り）

～ 地 方 講 師 会 だ よ り ～

～
青
年
会
便
り
～

青
年
会
事
務
局
長　

渡
利　

あ
す
か

「
正
し
い
情
報
」

誌
友
会
で
ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
の
作
り
方
を
教
わ
っ
た
し
ば
ら

く
後
、
日
本
で
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
拡
大
が
懸

念
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
ま
さ
か
日
本
中
か
ら
マ
ス
ク
が
消
え

る
ほ
ど
の
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
る
な
ど
思
い
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、「
売
り
物
の
マ
ス
ク
が
な
い
な
ら
作
れ
ば
良
い
」

と
思
え
た
の
で
冷
静
に
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
色
々
な
商
品
が
品
薄
に
な
る
な
ど
の
情
報
や
デ
マ

が
飛
び
交
い
、
そ
の
度
に
お
店
の
棚
が
空
に
な
る
と
い
う
パ

ニ
ッ
ク
ぶ
り
は
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
世
間
に
溢

れ
る
様
々
な
情
報
か
ら
正
し
い
も
の
だ
け
を
選
び
取
る
の
は

難
し
い
判
断
で
す
が
、
正
し
く
祈
り
、
神
様
に
心
を
振
り
向

け
て
い
れ
ば
必
ず
最
適
な
情
報
が
目
の
前
に
用
意
さ
れ
る
と

信
じ
て
今
ま
で
通
り
人
様
の
お
役
に
立
つ
生
活
を
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
早
く
こ
の
事
態
が
終
息
す
る
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

～「今」をよろこび感謝して生きる～

第 12 回

生長の家相愛会・栄える会合同全国幹部研鑽会
統一テーマ：“新しい文明”を築こう

サ ブ テ ー マ ： 低 炭 素 の 事 業 と 生 活 を 生 き る

日　　時：令和２年５月２日 (土 )　
時　　間：１０時～１５時３０分

ﾒｲﾝ会場：生長の家本部練成道場（飛田給）

サブ会場：生長の家大阪教化部他

参加費用：５，０００円 (本部奉納金4,000円、お弁当、

　　　　　バス代含む）

参加対象：副相愛会長以上の幹部、壮年層の会員、男

性の地方講師

～あなたの愛で “ 自然 ” をまもろう！～

ご 指 導

生 長 の 家 総 裁  谷口 雅宣先生

生長の家白鳩会総裁　谷口 純子先生

教化員昇格者のお知らせ

・ 古和田  幸子   講師

・ 四方     敦子   講師

・ 伊藤  真己子　 講師

～おめでとうございます～
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第 72 回生長の家青年会全国大会
“統一テーマ：“新しい文明”を築こう

サブテーマ：一人ひとりが主人公となる

日　　時：令和２年５月３日 (日・祝日 )　
時　　間：１０時～１５時３０分

ﾒｲﾝ会場：生長の家本部練成道場（飛田給）

サブ会場：生長の家大阪教化部他

参加費用：4,000 円以上 

 参加対象：青年会員及び 12 歳～ 39 歳の未会員

～あなたの愛で “ 自然 ” をまもろう！～

ご 指 導
生 長 の 家 総 裁  谷口 雅宣先生
生長の家白鳩会総裁　谷口 純子先生

両丹生命学園入園式のご案内

日時 :令和２年４月 19日 (日 )午前１０時～

場所 :生長の家両丹道場

☆ 令 和 ２ 年 4 月 か ら 新 1
年 生 に な る お 子 様 を お 持
ち の 方 は 是 非 ご 入 園 く だ
さ い 。

☆献納ありがとうございます。（敬称略）
・河合　智暉・・・・・10,000 円
・渡部　悦子・・・・・10,000 円
・西村千都子・・・・・10,000 円
☆生物多様性保全募金ありがとうございます。

 　6,271 円  
☆お賽銭ありがとうございます。
　　　　　　　　   　   23,730 円

谷口輝子聖姉32年祭のご案内

日時 : 令和２年４月２４日 ( 金 ) 午前１０時～
場所 : 生長の家両丹道場
持物 : 聖経『甘露の法雨』

聖姉谷口輝子先生のご遺徳を偲び、誠を尽くして
聖経『甘露の法雨』の読誦を行います。信徒の皆様、
是非ご参加ください。

４月度行事変更のご案内

４月５日（日）の第１回講習会運営委員会は４月
１２日（日）10:00 ～に変更、また４月１０日の先祖
供 養 祭 は、 神 官、 五 者 の み で 執 り 行 う 予 定 で す。
他の詳細は各組織からの連絡をお待ちください。

今 後、 行 政 や 本 部 か ら の 要 請、 指 示 が あ れ ば、
適宜対応していきますのでよろしくお願い申し上
げます。

～
生
命
学
園
便
り
～

両
丹
生
命
学
園
園
長　

大
槻  

紀
子

例
年
に
な
く
気
温
の
高
い
二
月
の
両
丹
生
命
学
園
開
催
日

は
九
日
（
日
）、
九
名
の
神
の
子
さ
ん
達
を
迎
え
て
開
か
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
十
一
日
の
建
国
記
念
の
日
に
因
ん
で
、
中

西
敦
子
講
師
に
「
日
本
の
国
の
す
ば
ら
し
さ
」
を
テ
ー
マ
に

「
国
の
中
心
は
天
皇
陛
下
で
あ
り
家
庭
の
中
心
は
お
父
さ
ん

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
中
心
に
帰
一
し
て
生
活
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、
人
間
神
の
子
の
真
理
を
幼
児
期
か
ら
学
ぶ
こ
と
の

意
義
」
を
切
切
と
話
し
て
下
さ
り
、
信
仰
へ
の
深
い
思
い
れ

が
心
に
響
き
ま
し
た
。
続
い
て
お
習
字
の
時
間
に
入
り
、
白

波
瀬
キ
ク
ノ
講
師
に
指
導
し
て
頂
き
、
お
手
本
の
『
ゆ
め
』

と
『
日
本
』
の
文
字
を
見
な
が
ら
、
皆
一
所
懸
命
練
習
し
ま

し
た
。
白
波
瀬
講
師
に
は
筆
の
入
り
方
、
筆
先
の
止
め
方
、

運
び
方
な
ど
と
て
も
丁
寧
に
指
導
し
て
頂
き
、
専
門
家
の

知
識
や
習
得
さ
れ
た
技
術
か
ら
学
ば
せ
て
頂
く
こ
と
が
沢
山

あ
り
ま
し
た
。
書
か
れ
た
文
字
か
ら
は
一
人
一
人
の
個
性
が

輝
い
て
い
て
お
習
字
の
時
間
を
持
て
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
道
場
内
の
階
段
登
り
口
に
展
示
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
皆
様
に
観
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
お
習
字
の
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
の

で
今
回
は
、
神
想
観
、
歌
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ず
閉

会
と
な
り
、
昼
食
に
入
り
ま
し
た
。
大
江
青
美
講
師
、
東
純

子
職
員
が
、
真
心
い
っ
ぱ
い
に

美
味
し
い
力
う
ど
ん
（
焼
餅
入

り
）
と
ほ
う
れ
ん
草
の
お
ひ
た

し
を
作
っ
て
下
さ
り
オ
レ
ン
ジ

の
デ
ザ
ー
ト
も
添
え
て
心
温
ま

る
昼
食
を
感
謝
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ご
参
加
下
さ
い
ま
し
た
神

の
子
の
皆
様
、
ご
父
兄
の
皆
様
、

運
営
委
員
の
皆
様
本
当
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝
合
掌
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講習会に向けて　地区連へ訪問　

幹部研修会へ参加しました

ミニイベント 味噌作り

2 月 5 日より、 5 月 31 日 （日） に向けて、 教化部長、 相 ・ 白連合会長、 各々の総連の副会長、
総連会長が、 家庭訪問をさせて頂いております。 2 月は、 丹波 ・ 綾部 ・ 福知山 ・ 西舞鶴 ・ 橋立総
連の地区連へ訪問させて頂きました。 皆様、 ありがとうございます。

幹部研修会に参加しました。佐藤香奈美会長をはじめ、白鳩中
央部による今後の白鳩会の取り組み方や、壮年層の拡大に向けて
のご指導を頂きました。特に、「ＰＢＳの活動、誰でも開催出来
るミニイベントを通して、壮年層の輪を広げて行きましょう。」
とのことでした。そして、スライドで、他教区の取り組みの紹介
があり、活動しやすく工夫された、夫々の地域に合った取り組み
の発表がありました。

松岡美津江様のご指導による味噌作りをしました。10 月まで熟成します。

おめでとうございます。

東舞鶴総連 ： 五条支部　伊藤　真己子様
新規白鳩会員の紹介
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〈 ４ 月 度 対 策 部 日 程 表 〉

日 曜 時間 対策部 日 曜 時間 対策部

3/27 金 13:00 普及誌購読者拡大 6 月 13:30 聖使命会員拡大

7 火 10:00 支部・誌友会・会員 15 水 12:00 Ｉ  Ｔ

15 水 13:00 壮　年 15 水 13:00 熟　年

18 土 11:00 環境

４月度の対策部だより

普及誌購読者拡大

いつも普及誌をご愛読して頂いております事、ありがとうございます。
2 月号の新規購読になって頂いた方の嬉しい声です。「生長の家の本が届きました。二人（夫婦）で早々、
読ませて頂きました。読んでいると勉強させられます。20 年程前に生長の家の本を見たことがありま
すが、当初は忙しくて読む間がなかったので、ちょっと勉強しようかなと思います。ありがとうね。」と、
言って頂きました。このような、新な出会いに合うと普及誌を勧めた感動があります。そして、大き
な徳積です。
聖使命会員拡大

数年前、聖使命会費の納め方について聞いた話です。「毎日、お祈りをする時に 100 円ずつ両手に
挟んで感謝の気持ちでお祈りをして積徳預金箱に納めれば、1 ヶ月で約 3,000 円になり、7 名から 8
名の護持会員が出来ます。その会費は、浄財となり神様のお役に立てることが出来る会員として祝福
を受けることになります。」という内容だったと思います。その話を一緒に聞かれていた誌友さんは、
それからずっと 100 円玉で会費を納めて下さっています。これこそ真心の込められた浄財だと思い、
感謝して奉納させて頂いています。会員になることは、皆様の幸せを願って納められた浄財が徳積と
なり、神様との繋がりが出来ます。祈って頂けることで守られて幸せになれるということを再確認す
る良い機会となりました。ありがとうございました。
支部・誌友会・会員

ありがとうございます。桜も開花し、うれしい春です。お一人でもうれしいです。よろこびの誌友
会を開きましょう。
≪うちんとこの楽しい誌友会≫

網野峰山総連新庄支部です。笑い声が絶えない誌友会をしております。特に、最近壮年対策部長
になられた安井マアちゃんが、足を運んで下さる様になり、一層活気づいて来ました。どんどん良い
種を蒔いて真心一杯育てさせて頂こうと思います。（神様と共に）多い時には 10 名参加です。２部屋
が一杯です。
熟年対策部

「糸でんわ」は皆様のお手元に届いているでしょうか？どの号もどの号も感動を頂いています。
ありがとうございます。生長の家人として素晴らしいお手本を示して下さっていることに感謝
致します。先輩から後輩へ !　OnlyOne( あなただけの ) のおたより「糸でんわ」を続けて行きた
いと思っております。ご協力よろしくお願い致します。

　　                     　　令和２年４月度
                        　　生長の家白鳩会京都第二教区
                           　　総連別役員支部長会議
                     　日程：４月 4 日（土）～ 11 日（土）

ヴィーナス（熟年者）の集いのご案内
日 　 　 時 ： ４ 月 2 8 日 （ 火 ）
講 　 　 話 ： 1 0 : 0 0 ～ 伊 藤 夏 樹 教 化 部 長
歌 の 練 習 ： 1 3 : 0 0 ～ 三 品 純 子 先 生
テ キ ス ト ：『生長の家の信仰について』
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西
日
本
光
輪
賞
受
賞

河
合　

智
暉

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

立
教
九
十
一
年
生
長
の
家
春
季
記
念
日
・
生
長
の

家
総
裁
法
燈
継
承
記
念
式
典
が
、
生
長
の
家
総
裁
谷

口
雅
宣
先
生
、
白
鳩
会
総
裁
谷
口
純
子
先
生
ご
臨
席

の
も
と
、
生
長
の
家
国
際
本
部
で
開
催
さ
れ
、
西
日

本
光
輪
賞
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。
例
年
、
生
長
の
家

総
本
山
で
の
開
催
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
限
ら
れ
た
方
々
で
国
際
本
部
で
開

催
さ
れ
、
そ
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ラ
イ
ブ

配
信
さ
れ
、
両
丹
道
場
で
視
聴
致
し
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
昭
和
五
十
四
年
、
三
十
八
歳
の

時
、
立
教
五
十
年
の
同
記
念
式
典
で
谷
口
雅
春
大
聖

師
よ
り
布
教
功
労
を
授
与
さ
れ
、
四
十
年
後
、
身
に

余
る
西
日
本
光
輪
賞
を
受
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
伊
藤
夏
樹
教
化
部
長
を
始
め
、
諸

先
生
方
、
教
区
の
信
徒
、
誌
友
の
皆
様
方
の
ご
愛
念

の
賜
物
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
五

月
開
催
の
講
習
会
大
盛
会
の
た
め
推
進
に
邁
進
致
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　感
謝
合
掌

　

布
教
功
労
賞
受
賞

渡
部　

悦
子

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
月
一
日
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
住
吉
神
社
や
境

内
地
の
梅
林
に
、
紅
白
の
可
愛
ら
し
い
花
が
咲
い
て

い
る
中
、
立
教
九
十
一
年
生
長
の
家
春
季
記
念
日
・

生
長
の
家
法
燈
継
承
記
念
式
典
が
「
森
の
中
の
オ

フ
ィ
ス
」
で
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
模

様
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
両

丹
道
場
の
小
道
場
に
用
意
さ
れ
た
ス
ク
リ
ー
ン
で
視

聴
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
度
、
布
教
功
労
賞
と
教
区
役
職
者
に
対
す
る

感
謝
状
を
頂
く
と
い
う
大
き
な
悦
び
を
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
式
典
の
中
で
、
名
前
が
映
り
ま
し
た
時
、
集

ま
っ
て
下
さ
っ
た
皆
様
か
ら
祝
福
の
拍
手
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
身
の
幸
せ
に
感
謝
致
し
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
伊
藤
夏
樹
教
化
部
長
を
始
め
、
皆
々
様
の

お
陰
で
す
。
改
め
て
感
謝
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

目
の
前
に
迫
り
ま
し
た
講
習
会
に
向
か
っ
て
教
区

一
丸
と
な
っ
て
、
必
ず
前
回
を
上
回
れ
る
よ
う
真
心

一
杯
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　感
謝
合
掌

布
教
功
労
賞
受
賞

西
村　

千
都
子

合
掌
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

立
教
九
十
一
年
生
長
の
家
春
季
記
念
日
・
生
長
の

家
総
裁
法
燈
継
承
記
念
式
典
は
、
例
年
は
生
長
の
家
総

本
山
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
急
遽
生
長
の
家
国
際
本
部
に
お

い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
模
様
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
、
両
丹
道
場
で

映
像
を
拝
見
し
な
が
ら
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
一
人
一
人
の
受
賞
者
の
氏
名
が

大
き
く
映
し
出
さ
れ
ま
し
て
、
布
教
功
労
賞
を
有
り

が
た
く
受
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
受
賞

は
伊
藤
夏
樹
教
化
部
長
を
は
じ
め
、
諸
先
生
方
、
信

徒
、
誌
友
の
皆
様
の
ご
愛
念
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
裁
谷
口
雅
宣
先
生
は
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
人
間
至
上
主
義
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
、

『
生
長
の
家
七
つ
の
光
明
宣
言
』『
今
こ
そ
自
然
か
ら

学
ぼ
う
』
を
引
用
し
て
お
話
に
な
り
ま
し
た
。

同
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を
願
い
つ
つ
、
来
る
五
月

三
十
一
日
の
講
習
会
大
盛
会
に
向
け
て
推
進
に
邁
進

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　感
謝
合
掌

令和２年度

春 の 本 部 褒 賞 受 賞 お め で と う ご ざ い ま す
令和２年３月１日（日）、「立教 91 年生長の家春季記念日・生長の家総裁法燈継承記念式典」は、新型コロナウ

イルスの影響のため、生長の家総本山に参集せず、生長の家国際本部にて開催され、その模様がインターネット
でライブ配信されました。京都第二教区からは西日本光輪賞を東舞鶴地区の河合智暉氏が、布教功労賞を同地区
の渡部悦子氏並びに福知山地区の西村千都子氏が受賞いたしました。また教区役職者に対する感謝状が、3 期に
わたり白鳩会教区連合会長を務められた渡部悦子氏に贈られました。信徒一同心よりお祝い申し上げます。

西日本光輪賞　河合 智暉氏

布教功労賞及び感謝状　渡部 悦子氏

布教功労賞　西村 千都子氏



令和 2年 4月 1日発行よ　　ろ　　こ　　び

7

日

曜
本
部
・
教
化
部
行
事

祝
福
祈
願

相
愛
会

祝
福
祈
願

白
鳩
会

教
化
部
長

早
朝
行
事
担
当

17

金

丹
後

与
謝

大
宮

教
化
部
長

18

土
住
吉
神
社
月
次
祭
（
10
時
）

丹
後

橋
立

近
藤
・
藤
原

19

日
両
丹
生
命
学
園
入
園
式
（
10
時
）　

福
知
山

福
知
山

与
謝

富
永

20

月
（
白
）
総
連
会
長
・
対
策
部
長
担
当
会
議

（
10
時
）

綾
部

綾
部

西
村
・
藤
原
美

21

火

丹
波

丹
波

大
西
・
河
田

22

水
普
及
誌
仕
分
日

舞
鶴

西
舞
鶴

河
合
・
船
木

23

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

24

金
谷
口
輝
子
聖
姉
32
年
祭 

（
講
）
地
方
講
師
総
会
（
11
時
15
分
）

舞
鶴

東
舞
鶴

教
化
部
長

25

土

丹
後

網
野
峰
山

近
藤
・
藤
原

26

日

丹
後

久
美
浜

大
宮

富
永

27

月

丹
後

与
謝

西
村
・
藤
原
美

28

火
（
白
）
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
集
い
（
10
時
）

丹
後

橋
立

大
西
・
河
田

29

水
　
　

昭
和
の
日
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

30

木
〔
道
場
休
館
日
〕

本
部

休
み

日

曜
本
部
・
教
化
部
行
事

祝
福
祈
願

相
愛
会

祝
福
祈
願

白
鳩
会

教
化
部
長

早
朝
行
事
担
当

１

水
聖
使
命
感
謝
奉
納
祭 

舞
鶴

西
舞
鶴

河
合
・
船
木

２

木 〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

３

金
（
講
）
講
師
派
遣
委
員
会
（
10
時
）

舞
鶴

東
舞
鶴

教
化
部
長

４

土

丹
後

網
野
峰
山

近
藤
・
藤
原

５

日

丹
後

久
美
浜

大
宮

富
永

６

月

丹
後

与
謝

西
村
・
藤
原
美

７

火

丹
後

橋
立

大
西
・
河
田

８

水

福
知
山

福
知
山

河
合
・
船
木

９

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

10

金
先
祖
供
養
祭
（
10
時
）

五
者
会
議
（
11
時
30
分
）

綾
部

綾
部

教
化
部
長

11

土

丹
波

丹
波

近
藤
・
藤
原

12

日
第
一
回
講
習
会
運
営
委
員
会
・
全
体
（
10
時
）

（
相
）
正
副
・
地
区
連
会
長
会
議 （
13
時
）

舞
鶴

西
舞
鶴

富
永

13

月

舞
鶴

東
舞
鶴

西
村
・
藤
原
美

14

火

丹
後

網
野
峰
山

大
西
・
河
田

15

水
（
白
）
正
副
会
長
会
議
（
10
時
）

丹
後

久
美
浜

大
宮

河
合
・
船
木

16

木
〔
道
場
休
館
日
〕

休
み

☆
両
丹
道
場
で
は
（
木
曜
日
と
祝
日
の
休
館
日
）
以
外
は
毎
朝
５
時
10
分
よ
り
早
朝
行
事
を

　

執
り
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

令 和 ２ 年 ４ 月 度 行 事 予 定


